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研究分野：層位・古生物学 
科研費の分科・細目：数物系科学・層位古生物 
キーワード：(1) 太古代、(2) チャート、(3) 微量元素、(4) 同位体、(5) 微生物 
 
１．研究計画の概要 
 オーストラリア北西部 Pilbara 地域で採取
された、約 34.6 億年前のチャート及び約 32
億年前のチャート／縞状鉄鉱層の陸上掘削
試料を用いて、太古代の海洋環境（例：酸化
還元状態・成層構造・海底熱水活動の影響・
海水温度）および微生物生命活動を制約する
ことが、本申請研究の概要である。 
 本研究は、研究代表者(山口)の従来の共同
研究者らが同試料（約 34.6 億年前の ABDP
チャート試料）を用いて行った関連研究
（ Hoashi et al., 2009 ） が  Nature 
Geoscience に掲載される等、世界の最先端
で競争を行っているものである。それと対を
なす位置にある本研究の意義は非常に高い。 
 
２．研究の進捗状況 
 平成 20・21 年度には、約 34.6 億年前の
ABDP 試料および約 32 億年前の DXCL-DP
試料を各々約 100 試料について、粉末試料を
制作して前処理を施し、高度分析装置である
ICP-MS を用いて、無機元素分析を行った。
その結果として、膨大な量の高品質データが
得られた。また、約 50 個程のチャ−ト試料の
ケイ酸塩成分の酸素同位体分析を行い、同様
に高品質データを得ることができた。 
 平成 22 年度には、(1) 以上のデータの詳細
な検討を行って論文（Nature に投稿予定）
を執筆し（共著者らが内部査読中）、(2) 酸素
の同位体データに関しても論文原稿を執筆
し、(3) 鉄の安定同位体分析用の試料前処理
をするためラボに設置したクリーンルーム
の整備および独自の設計の蒸発乾固装置を
備えた分析ラインの構築を行った（修士論文

のテーマとして学生を指導）。 
 以上の他に、論文発表も一流の国際誌
（EPSL, Palaeo3 等）に複数行った。また、
約 34.6 億年前 ABDP 試料のデータを用いて
書いた論文が、現在 Nature Geoscience にて
査読中であり、約 32 億年前 DXCL-DP 試料
を用いて書いた論文２本が、現在 The Island 
Arc にて査読中である。 
 一方、当初に計画していた Re-Os 同位体の
データ取得は、研究代表者(山口)が年度途中
に独立行政法人海洋研究開発機構から東邦
大学理学部化学科（地球化学教室）へと転職
をしたため、思うように進んでいない。東邦
大学では、地球化学ラボの全面改装を行った。
そこでは、耐酸仕様への床への全面張り替え、
壁と天井の塗り直し、電気・ガス・水道配管
の変更、実験台全ての新規導入、そして上述
のクリーンルーム導入、等の大掛かりなもの
であった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 以上に書いた研究の進捗状況からすると、
試料処理・データ取得・論文発表／投稿など
の全ての面において、充分な成果を上げたと
言える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度である本年度は、より一層、申請
研究を推進したいと考えている、特に、鉄の
安定同位体組成測定用の試料前処理ライン
を完成させたい（試料の混酸分解や蒸発乾固、
イオン交換の際の試料の収率や純度の向上
を目指す）と考えている。 
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